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「入学おめでとう」
　ひと月ほど前、他大学への受験に失敗し、失
意のどん底からようやくはい上がってきたAさ
ん、中央大学へようこそ。塞ぎこんでいた顔に
ようやく笑みが戻った。今日、桜舞う入学式に
列席して何となく居心地の悪さを覚え、この晴
れやかな講堂が果たして自分のいるべき場所な
のか、浪人という選択肢もあるかもしれないと、
後ろ髪を引かれているB君、多摩キャンパスへ
ようこそ。故郷に老いた母と弟を残して上京し
てきたCさん、あの時、涙をぬぐったハンカチ
を大切に。夢はすぐにかなう。
　大学とは人と出会うところである。しかも、
ここで出来た友人は、これからの長い人生に
少なからず関わりを持つだろう。憎しみも、愛
おしさもすべてここから始まる。必ずやかけが
えのない人とめぐりあえるはずだ。今日ここに

集う八千人は誰一人として同じ境遇の人はいな
い。いい高校からいい大学に入り、とどこおり
なくいい会社に就職することだけを考えている
人はおそらくほんの一握りで、中には身体のハ
ンディキャップを撥ね退けて研究者の道を進む
人、また長びく不況による家庭の事情で、さっ
そく今夜からアルバイトを始めなければならな
い人、あるいは昨年の相継ぐ天変地異により一
度は進学を断念した人もいる。皆、それぞれ悩
み、挫折を経験し、ある段階で己の限界に突き
当たり、しかしそれを克服し、それなりに納得
したり妥協したりしてここにいる。大学はゴー
ルではなく通過点に過ぎない。存分に悩みたま
え。苦悩は若さの特権だから。

広報委員　福井千春（経済学部教授）
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「
見
る
ス
ポ
ー
ツ
」
と
「
す
る
ス
ポ
ー

ツ
」
と
い
う
分
け
方
で
い
え
ば
、
マ
ラ
ソ

ン
や
駅
伝
は
「
見
る
ス
ポ
ー
ツ
」
の
代
表

格
で
す
。
１
０
０
メ
ー
ト
ル
も
走
れ
ば
息

も
絶
え
絶
え
の
わ
が
身
を
忘
れ
て
、「
も
っ

と
イ
ケ
！
」
だ
の
「
が
ん
ば
れ
」
だ
の
と
、

つ
い
前
の
め
り
に
な
る
。
そ
し
て
選
手
た

ち
の
姿
に
、
じ
ん
と
く
る
。
ま
し
て
「
ハ

コ
ネ
」
は
別
格
で
す
ね
。
沿
道
に
は
多
く

の
Ｏ
Ｂ
の
姿
、
テ
レ
ビ
で
応
援
の
学
部
生

も
少
な
く
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

「
選
ば
れ
て
あ
る
こ
と
の
恍
惚
と
不
安

と
二
つ
我
に
あ
り
」

　

ベ
ル
レ
ー
ヌ
の
詩
を
、
よ
く
健
闘
し
た

選
手
た
ち
に
重
ね
て
み
た
く
な
り
ま
す
。

恍
惚
と
不
安
の
間
に
あ
っ
た
だ
ろ
う
、
克

己
、
不
屈
、
颯
爽
、
悔
恨
、
友
情 

…
…

も
ろ
も
ろ
の
心
の
色
合
い
も
。

　

学
生
記
者
取
材
班
は
昨
年
の
千
葉
・
白

子
合
宿
か
ら
取
材
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ

の
目
が
と
ら
え
た
《
敗
れ
ざ
る
者
た
ち
》

の
全
シ
ー
ン
を
、
特
集
で
お
届
け
し
ま
す
。

　

速
報
性
の
「
中
大
ス
ポ
ー
ツ
」
は
も
と

よ
り
で
す
が
、
今
回
、
本
誌
だ
け
で
は
な

く
、
放
送
研
究
会
も
11
人
の
ク
ル
ー
が
２

日
間
カ
メ
ラ
を
回
し
、
電
子
掲
示
版
で
映

像
公
開
し
ま
し
た
。
活
字
と
映
像
、
学
内

メ
デ
ィ
ア
も
燃
え
た
05
年
ハ
コ
ネ
で
し
た
。

 

（
広
報
課　

田
中
紘
太
郎
）


